
様式第1号(第5条関係)

会 議 録

会 議 の 名 称 平成２７年度 第５回美幌町総合計画審議会

開 催 日 時
平成２７年９月２日（水）

１８時３０分 開会   ２０時１１分 閉会

開 催 場 所 しゃきっとプラザ集団健診ホール

出 席 者 氏 名
委員 平田委員、観野委員、三坂委員、森委員、宮田委員、

早田委員、旭委員、西島委員、大関委員

欠 席 者 氏 名 若林委員、清野委員、工藤委員

事務局職員職氏名

広島総務部長、那須総合計画主幹、竹下総合計画担当主査、

森久保総合戦略担当主査、露口まちづくり主幹

田村総務主幹、小室財務主幹、石坂契約財産主幹、河端電算主幹、

水上庶務担当主査、田中防災担当主査、影山職員担当主査、

小室商工観光主幹、小西建設水道部長、小西施設管理主幹

川原建設主幹、柏倉都市計画担当主査、中村消防長、

小南消防本部次長

議 題

１ 開会

２ 事務連絡

３ 基本計画素案について＜基本目標１＞

４ 閉会

会議の公開又は

非公開の別
公開

非 公 開 の 理 由
(会議を非公開とした場合)

－

傍 聴 人 の 数
(会議を公開した場合)

なし

会議資料の名称
・レジュメ

・第６期美幌町基本構想素案

・第６期美幌町基本計画素案

会議録の作成方針

■録音テープを使用した全部記録
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（別紙）
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

平田副会長

那須総合計画主幹

平田副会長

竹下総合計画担当主

査

露口まちづくり主幹

開会

定刻になりましたので、これより平成２７年度第５回美幌町総合計

画審議会を開催いたします。本日は会長が欠席ですので、美幌町附属

機関に関する条例第７条第４項の規定により、副会長の私平田が会議

を進行します。よろしくお願いします。

本日の会議の欠席委員を報告します。若林委員と清野委員と工藤委

員です。また、早田委員が所用により中座されますのでご了承願いま

す。

事務局より事務連絡があります。

事務連絡

事務局より２点、事務連絡を行います。１点目は、配付資料につい

てです。前回の会議録を全員にお配りしている他、前回出席された方

には報酬の支払いの通知をお配りしておりますので、ご査収願います。

続いて２点目は、会議の進め方についてです。前回の審議会でお話

しをいただいましたとおり、項目毎の説明を省略し、即、質疑に入っ

て参ります。質疑にあたっては、各担当の職員が出席しております。

紹介は省略させていただきます。職員は、最初に発言する際に職名と

名前を述べてください。

また、本日欠席されている委員の方から、ご意見をお預かりしてお

ります。それらについて、都度事務局よりご報告させていただきます。

進行につきましては、副会長にお任せしたいと存じます。

以上です。

基本計画素案について

それでは、ただ今事務局から説明のあったとおり、基本計画の議論

を行っていきます。本日は、基本計画１について質疑を行います。

１－１から１－８まで、順番に進めていきます。

１－１ 町民との協働によるまちづくりについて、ご意見のあるか

たは挙手をお願いします。

欠席の若林委員から１－１について１件、ご意見があります。１０

ページをご覧下さい。（４）地域活力の基盤となる集会室の整備につい

て、町内にはたくさんの集会施設が存在している状況で、例えば複数

の地域で１つの集会施設を共有するなどの活用は出来ないでしょう

か、というご意見をいただいております。

まちづくりグループ露口と申します。私の方からお答えさせて頂き

たいと思います。町所有の集会施設は農村地域、市街地合わせて２１

カ所あります。この中には複数自治会共同で管理、運営している集会

施設がすでにあります。また、集会室の利用は、どの地域の自治会で

も使える事になっています。具体的には稲美に設置されている青稲地

区ふれあい会館、こちらの地域では青山南、青山北、幸自治会、美幸

自治会、美園自治会の５自治会共同で管理、運営をしています。また
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

露口まちづくり主幹

平田副会長

宮田委員

露口まちづくり主幹

平田副会長

宮田委員

露口まちづくり主幹

同様に元町北にあります、地域用水広報館は元町北と元町の２つの自治

会共同で管理、運営をお願いしています。その他にも、南町集会室、東

町集会室においては地域の３自治会での利用、三橋南、仲町、旭、美富

のそれぞれの集会室でも複数の自治会での利用をお願いしています。

町はこうした限られた集会施設を出来るだけ複数の自治会での利用

をお願いしていまして、地域の皆さんが有効に活用出来る事を進めてい

ます。説明は以上です。

若林委員からの質問がありましたが、それ以外の事でご意見ありませ

んか。

７ページの基本的な考え方と指標の上から２行目と、９ページの（１）

町民主権による自治の推進の③自治基本条例に基づく協働のまちづく

りの推進の２つの所で、美幌町民が主体となって自主的な活動をするの

に行政が引き続き支援をするという事だと思いますが、行政の関わりっ

ていうのは、どの程度までを言うのかを知りたいと思います。補助金等

を実際出しているとは思いますが、補助金だけなのか人的支援、一緒に

汗かいて協働でやっていこうという所まで含めているのかをお聞きし

たいです。

町として、そうした活動の支援というと具体的な支援がどのようなも

のか、とのご質問かと思います。金銭的な部分だけではなくそうした活

動への何かの相談があれば人的支援など色々な部分で関わりを持ちな

がら支援という事で考えています。考え方としましては、経済的な支援

ばかりではなく、活動に対する相談も含めた支援という事で受け止めて

頂ければと思います。そうした部分で自治基本条例のそれぞれの役割分

担に基づきお互いの特色を活かした活動を推進できるように支援をし

ていきます。

よろしいですか。

はい。引き続きよろしいですか。９ページの（２）まちづくり活動の

促進の③のふるさとづくり事業と１０ページの（３）コミュニティ活動

の促進の③の地域サポーター制度は、どういう取組なのか教えて頂きた

いです。

一般の人が見てわからない部分に注釈を付けてあげると分かりやす

いと思います。

まちづくり活動のふるさとづくり事業については、具体的なものとし

て交流事業というのがあり、国際交流事業などに現在も支援をしていま

す。これに関連しますが、まちづくりの関係でいう、まちづくり活動奨

励事業というのがあり、これもふるさとづくり事業の１つで、地域と団

体ですとか自治会の色々な課題の解決の部分でご相談頂けたら、例えば

補助金、助成が必要だという部分もあれば、こちらの方で検討し解決の
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

露口まちづくり主幹

平田副会長

那須総合計画主幹

平田副会長

三坂委員

田村総務主幹

実現に向けて取り組んで参ります。この施策の内容としましては、大き

な括りでふるさとづくり事業という事になりますので、細かい部分が全

て掲載されていないという事で注釈を添えて分かりやすくしたらどう

かと委員さんのご意見ですので、具体的な部分はここでは掲載していま

せんが、内容としては今、言ったような事になります。

そして、もう一点の地域サポーター制度ですが、こちらは平成２０年

５月に自治会連合会と行政が協定を結んでスタートした制度です。役場

職員が各自治会の担当になり、地域、自治会からの相談や悩みを受け、

担当職員が解決に向けての窓口になります。実際の活動の中身は今年も

制度内容を充実させる形で、今までは管理職が窓口になっていました

が、係長職や下にいます担当までを含め一職員が退職するまで、それぞ

れ役割とする自治会を固定化しずっと継続して相談窓口になるという

仕組みになっています。こちらについては自治会連合会と色々な部分で

ご相談頂く、あるいは直接自治会に出向いて行事に出るなどもありま

す。直接、自治会と役場職員が一緒になる制度です。

先程の件について事務局から補足説明があります。

ただ今、宮田委員の方からふるさとづくり事業、地域サポーター制度

がわからないとご質問がありましたけど、その他にも行政用語でわから

ないような所があります。その都度、注釈を付けていくと、かなりのボ

リュームになってしまいますので、別冊で用語の解説等を検討させて頂

こうと思いますので、よろしくお願い致します。

他にご質問はありませんか。

１１ページの自衛隊駐屯地の存続強化で、（１０）自衛隊美幌駐屯部

隊の存置活動の強化と（１３）自衛隊駐屯部隊の充実整備は一体だと思

います。この辺の文章はわざわざ（１０）と（１３）を別けないといけ

ないのですか。

総務主幹の田村です。美幌駐屯部隊の陳情の関係ですが、（１０）自

衛隊美幌駐屯部隊の存置活動の強化という事ですが、この内容につきま

しては、美幌駐屯地自体の存置を強く要望しているという事です。  

（１３）自衛隊駐屯部隊の充実整備につきましては、具体的な駐屯部隊

の充実整備の内容としては、今、美幌駐屯部隊にあります、主力部隊の

第６普通科連隊、第１０１特科大隊の充実整備。合わせまして、近年は

自衛隊の任務も多様化しており、災害派遣やＰＫＯの海外派遣などがあ

りますので、隊員さんがＰＫＯなどで海外から戻ってきた時にメンタル

面や保養の施設を誘致していきたいという内容です。（１３）の③新部

隊配置に向け、具体的提案型陳情の展開ですが、今現在、美幌駐屯地に

は主力部隊が第６普通科連隊、第１０１特科大隊ですが、過去には５特

３大隊ですとか施設隊がありまして、隊員の規模も１，０００名を越え

ていた状況です。その後、第５師団の旅団化というような事から第５特
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

田村総務主幹

平田副会長

田村総務主幹

平田副会長

田村総務主幹

三坂委員

平田副会長

田村総務主幹

化大隊が廃隊となり、規模がだんだんと縮小されている傾向にあるとい

う事から、新たな部隊を美幌に誘致出来ないか、という形で増強してい

きたいとの考えから陳情している内容です。

三坂委員からの質問は（１０）と（１３）が類似しているから一本化

出来ないのかとの事だと思いますが、それは出来るのか出来ないのか。

このままで役場側はやっていきたいと言う事ですか。

一本化させて頂きたいと思います。

（１０）と（１３）は一本化でやれるという事でよろしいですか。

はい。存置活動の強化の中で、自衛隊駐屯部隊の充実整備を図ってい

きたいというふうに考えています。

それで良いと思います。かたや国の問題だから地方は陳情とか一本化

の中で、計画の中で、その辺は上手く配慮してやって頂きたい。

今、三坂委員から自衛隊の事で質問がありまして、私も違う質問があ

るのですが、この中で陳情とか新施設を誘致などの文言があると思うの

ですが、相手は国で、今までの期成会の陳情の時には、例えば射撃場を

防衛省に提供して射撃場を作って欲しいというような陳情があったと

思うのですが、周りの人の意見で、あのような陳情をして防衛省が二つ

返事でいいですよとなった時に、美幌町内で町有地を使う事に対して議

会の議決を得ないで町有地を無償なのか有償なのかわかりませんが、出

来るものなのかと心配している人がいます。本来であれば、美幌町に施

設を誘致したいのであれば美幌町全体で議会の議決を得て受け皿が出

来ているので是非来て下さい、とした方が話しがスムーズにいくのでは

ないかとの意見を言っている人がいますが、その辺はどうなのですか。

美幌駐屯部隊の充実整備期成会の陳情の内容ですが、今、平田副会長

が言われた射撃場の陳情ですが、提案型の陳情という事で、射撃場です

ので安全性を考えますと市街地から離れた山の中である程度の面積が

必要なので町の町有地を射撃場にどうですかと場所も含めての陳情を

していた経過があります。陳情するにあたっては内々に相談を関係機関

にした上で進めていた所ですが、射撃場の件については、非公式ですが、

可能性が非常に厳しいというような情報を頂いた事から期成会にお図

りし陳情から落としたという経過になります。陳情するにあたって町有

地を提供する事を先に議決を頂いて議会に提案するにしても、具体的に

どれだけの面積でどういうものが出来るという事がないと議会に提案

できませんし、議会も協議をするのが難しいと考えています。ただ、美

幌駐屯部隊充実整備期成会につきましては、構成はオール美幌という考

えで議会を代表して議長も入っていますし、他の議員も顧問という形で

参画していますのでその都度調整しながら進めたいと考えております。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

平田副会長

早田委員

田村総務主幹

広島総務部長

平田副会長

西島委員

露口まちづくり主幹

わかりました。心配していた方にその様に伝えておきます。

次、早田委員どうぞ。

１０ページの（５）広報の充実という事で、美幌町の広報誌、ホーム

ページの充実という事かと思いますが、以前、マナビティセンターの職

員と話しをした時、美幌町から個人にショートメールやメールマガジン

を送れないだろうかと話がありました。最初はショートメールからで構

わないので各グループの皆さんが、特に若い人を中心に最初は若者から

ショートメールを、またそれが、ひいてはメールマガジン等を美幌町か

ら、気楽な発信が出来ないかなと思っています。やはりそれには何らか

の特典的なものを付けないと皆さん登録していただけないと思います

ので、柔らかいウイットな部分を含めて、より一歩進んだ、グループが

今知らせたい事を登録して頂いたユーザーにショートメールで情報発

信出来ないものかと思います。

広報は平成２７年度で発行部数９，３５０部、町内約８，９００部を

配布していまして、町外、近隣自治体へ郵送もしています。広報は平成

２５年にリニューアルしデザインを一新しました。ホームページについ

ては、担当は広報担当ですが、情報の発信については原課の担当が端末

で入力しています。ホームページのリニューアルという事で昨年、庁内

の検討委員会を立ち上げまして、より検索性、見やすさを求め今年、新

たにリニューアルする予定です。リニューアルの立ち上げにあたり職員

の情報発信の内容も合わせて会議等で伝えて、より多くの情報を発信し

ていきたいと考えています。最近はスマートフォン等での利用も多くあ

るので活用も含め考えていきます。

少し補足させて頂きます。総務部長の広島です。基本計画素案の２４

ページに、地域の情報化の推進の項目の施策の中に情報化による住民の

利便性の向上、ＳＮＳを利用した情報発信という事でスマートフォンを

含めて検討という事で素案にも掲載させて頂いていますのでご理解下

さい。

１－１について他に意見がある方はいますか。

美幌町男女共同参画の第３次が終わり第４次に入るかと思いますが、

７ページに目標を達成してと書いていますが、目標を達成する事では無

くて、流れの中で国が第４次というよりも先日、女性活躍推進法という

のが決まり、それとの関連性というか、これから第４次計画に入ると思

うのですが、どういうような形、連動性はどうなっていますか。

今のお話の中にあったように新しい法律が出来、関係する大きな自治

体や事業所について女性の雇用率にきちんと目標を定めています。従い

まして、新しいプランの策定では国の新しい法律が示されていますの

で、それを踏まえながら計画を練り新しいプランとして検討していく考



  6/19

発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

露口まちづくり主幹

平田副会長

森委員

広島総務部長

森委員

広島総務部長

森委員

  平田副会長

那須総合計画主幹

平田副会長

那須総合計画主幹

平田副会長

森委員

えです。

よろしいでしょうか。次、ありますか。

広島部長にお尋ねします。これは基本計画ですから、一つずつ具体的

にどういう事を考えているかというのは、まだなんですね。

言葉として掲載させて頂いていますけども、具体的な事業がどういう

事業かというのは、これから計画をするものもあれば、現政策の中でや

っているものもあるという形でご理解頂ければと思います。

例えば、９ページの（３）の②自治会加入の啓発を図り、自治会組織

の強化や役員等の担い手など人材確保の努める、こういう事がどうして

出来るのかの具体性は別の話しなのですね。これはご無理ごもっともな

話です。どう実現するのかはここでは質問出来ないのですか。これは基

本目標なのだろうけど、本当に出来るのかと疑問がわきます。

具体的なこの事業に基づいて、こういう目標を立ててやりましょうと

いうものが制定されればいいのでしょうが、まだその段階にないです。

目指すべき姿とはしては、こういう事を基本にしながら施策を講じてい

きたいと考えています。

全部読んでいくと、ご無理ごもっともなのですよ。文言でわからない

所があると質問しなきゃならないが、本当に出来るのかと疑問はありま

す。そういう事は質問出来ないのかなと思いました。

そういう質問は駄目なんですか。役場として、いついつまで目標値を

置いて計画を立てるだとか。

今、現在色々な事業をやっていますので、例えばどういう事を考えて

いるのだというご質問は当然して頂いて結構です。ただ、この基本計画

が、部長が言ったとおり事務事業までは掲載されていませんので、ご意

見を頂いて、この下に実施計画というものを作っていきますので、意見

を実施計画に反映させていく事が出来るので、質問については遠慮せず

して頂ければと思います。

実施計画は行政で作るのか。

実施計画は行政で作ります。

委員の意見を反映させてくれるのであれば、ある程度具体的な意見を

お持ちであれば、言った方が行政の参考になるということですね。

基本計画の中に我々の意見が入るのか、という気持ちがあります。質
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

森委員

平田副会長

森委員

広島総務部長

平田副会長

宮田委員

河端電算主幹

宮田委員

河端電算主幹

平田副会長

問しろと、具体性をいうと何だかおかしくなってしまいます。自治会の

所は本当に施策として出来るのか。そうしては欲しいけど。自治会自身

が困っている事を町の行政としてこれが出来るのか。何かの組織を作っ

て実現するのならば、それは具体性になってくるわけですよね。それを

盛り込めるのかどうかだと思います。

そこまでは、いっていないですが自治会連合会と行政では突っ込んだ

お願いはしてはいるのです。要望して、例えば公営住宅に入居する人く

らいは最低でも町の力で自治会に１００％入会させて頂ける様な方策

を取ってもらえないかだとか。

それはわかるのですけど、自治会の役員等の担い手など人材確保に努

めるというのは、我々、自治会自身が困っているのに、どうしてこれが

出来るのだろうと思います。自治会連合会と協力してやるなどを盛り込

んでいないと。施策として出来るのかと疑問に思ってしまいます。

具体的事業の中で定期的な協議会を作るなどの形で解決策を見つけ

ていきましょう、となろうかと思います。

１－１について意見が無いようなのでこれで終わりにさせて頂きま

す。続いて１－２持続可能な行財政システムの確立について、ご意見あ

る方はお願いします。

マイナンバー制度が来年から始まりますが、情報セキュリティは役場

で対応するかわかりませんが、どのように対応していくのかを総合計画

に載せていくのかお聞きしたいです。

電算担当の河端です。ただ今のご質問ですが、マイナンバー制度は今

年１０月から住民の皆さんに通知を始めて実質施行が１０月５日とい

う事になっています。実質、段階的に施行していくものですから、例え

ば源泉徴収票にマイナンバーを付けるのが来年の１月、市町村と国の機

関と情報のやりとりをするのが平成２９年の１月ですとか、イメージ的

に別れた施行をする制度という事になります。今回、総合計画の中にマ

イナンバー制度の具体的な表記はございません。あくまで国の制度に沿

って自治体が粛々とやっていくという主旨なものですから掲載はあり

ませんのでご了承下さい。

管理は役場の中でしていくのですか。

はい。個人情報の管理という部分につきましては、この計画上、全体

の電算のセキュリティという部分で公開させて頂いた形になっていま

す。

次、ご意見ありますか。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

森委員

田村総務主幹

森委員

田村総務主幹

森委員

田村総務主幹

広島総務部長

森委員

田村総務主幹

平田副会長

竹下総合計画担当主

査

１３ページの施策の（１）行政組織の活性化の①権限移譲を考慮した

機構改革及び定員配置の再任用制度の活用の説明をお願いします。

再任用制度につきましては、役場職員の定年が６０歳です。年金制度

が改正になり段階的に年金の受給が６１歳、６２歳からと遅れての支給

になるということで、それに合わせ職員も１年を限度に再任用という形

で任用する制度です。平成２６年度から実施をしています。

例えば主幹の方だとどういう形になるんですか。

再任用の職員の給料表は別に定めているのですけど、基本は役職を降

りる事にはなりますが、その時の状況によって変わる場合もあります。

どうしてもそのポストが必要だというような時は主幹のポストで再任

用というふうになっていますが、給与自体は一般職員とは違う給与にな

ります。

主幹の方が定年を迎えて、また現在と同じ所に居るという事は出来る

のですか。

はい、出来ます。

ただ、相当な知識ですとか、高度な技術ですとか、そういったことを

行政が特に必要としていることじゃないと、その職に留まるということ

は基本的に考えていない。一般職として考えています。よっぽど行政と

してその方の知識や技術がないと行政運営に支障をきたす場合につい

ては、そういった形で再任用する事はあろうかと思います。

もう一点、②職員の能力向上と能力、実績を重視した人事管理の推進

の人材育成型の人事とはどういうものですか。

人事評価につきましては地公法が改正になりまして、地方公務員にお

いても実施しなければならないということで、平成２６年度から実施を

しています。美幌町の人事評価につきましては、業績評価、年度当初に

職員の年間の目標として、目標に対する難易度や全体の仕事の中のウエ

イトなどを出してもらい年度末にその目標に対してどれだけ達成され

ているかという業績評価、職員の基本的な能力に対する能力評価の２本

立てで行っています。

次、ご意見はありませんか。

欠席されている若林会長から一件承っています。１４ページの④庁舎

改築検討についてご意見を頂いています。

庁舎改築検討にあたっては具体的に進めるべきだと考えています。庁

舎改築というのは、単に役場職員の仕事場が新しくなるという話しでは



  9/19

発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

竹下総合計画担当主

査

田村総務主幹

平田副会長

早田委員

平田副会長

森委員

小室商工観光主幹

森委員

広島総務部長

森委員

なくて、あくまで町民の為の施設なのでどんどん進めてはどうか。また、

築５０年を過ぎていると聞いているので早めに整備をしてはどうかと

の意見を頂いています。以上です。

役場の庁舎につきましては昭和３５年に建設され５５年が経過して

います。今の状態としてはお客様の安全確保をするために手摺りを付け

たり、危険箇所を随時改修しながら施設の長寿命化を図っています。現

在までは手摺り、窓枠、昨年は庁舎の照明をＬＥＤにし、屋根、玄関、

トイレの洋式化などの改修を随時行っている所です。別館という経済部

が入っている建物も老朽化しているので修繕を行っています。施設が老

朽化していますので庁舎についても将来の建設に備えて検討をしてい

きたいと考えています。この素案の中におきましても、町長のマニフェ

ストという形であげています。検討につきましては、まだ具体的な組織

等は出来てないですが、今後、庁内に検討組を織立ち上げながら進めて

いきたいと考えています。

質問者が欠席していますので、関連して、もっと早くしたらいいので

はなど具体的なご意見はありませんか。

今、新しい町民会館もありますし、その後、何年後に建てられるのか、

町財政の事もありますし、一般の人としては早く建って欲しいとは思い

ますが、色んな事を考えると、そんなにぽんぽん建てなくてもいいかな

と思います。

１－２について他にご意見、ご質問ある方はいないですか。

次１－３国際・国内交流の推進ですが、ご意見ある方お願いします。

（３）移住・定住の推進の移住体験住宅とは何ですか。

商工観光主幹の小室です。移住体験住宅は今年度整備しました。旧美

幌中学校の教頭住宅の後利用で南４丁目にあるのですが、一棟を整備し

ました。

釧路や伊達で空き家対策で行っているような不動産業者と協定して

空き家を使った対策は考えてないのですか。

今年７月にオープンし、利用状況等を見ながら、体験される方につい

ては家庭菜園があった方がいいなど色々なニーズがありますので、それ

らを含め検討しながら棟数を増やす事が必要であればどういった形で

空き家を活用するのか農家の古民家みたいなものを借りてやるのかを

含めて検討していきたいと思っている。

一棟だけで足りるのか。エコハウスと２つになりますが。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

広島総務部長

森委員

小室商工観光主幹

森委員

小室商工観光主幹

三坂委員

露口まちづくり主幹

エコハウスは体験住宅からはずしました。連泊機能はグリーンビレッ

ジの方ですね。エコハウスは、長期利用されると収入の落ち込みが激し

いという事があり、今年、体験住宅が出来たのでこちらの方に移行させ

て頂きました。

移住体験する方は都会の方が多いと思いますが、東京の美幌会などにＰ

Ｒして移住を促進させるとか、そういう事は考えてないのですか。

今、頂いた意見を参考にしたいと思います。今現在は行ってはいませ

ん。今年７月１日にオープンし、まだ２ヶ月しか経っていませんがそう

いった形でＰＲしていきたいと考えています。現在、約４０日にわたり

利用されている方が居ます。その方達とこの間交流させて頂き、意見を

頂きました。その意見を取り入れ、参考にしながらＰＲしていきたいと

思います。

これは人口減対策の一つだと思います。定年間際になる方へのＰＲを

積極的にやって頂いた方がいいと思います。同窓会をやったときに「あ

と１０年若かったら。」という意見があった。７０歳を過ぎてから移住

は非常に難しいので、商工観光の方でＰＲし、例えば、東京美幌会を通

じてどんどんＰＲするなどをやって頂いた方が良いのではないでしょ

うか。

今、頂いた貴重な意見を参考に、反映させて頂きたいと思います。今

年につきましては大阪、名古屋、東京と北海道くらしフェアというもの

に参加してＰＲに努めていきたいと思っています。東京美幌会、札幌美

幌会も含めて、どんどんＰＲしていきたいと思います。

国際交流もいいが、ケンブリッジの評価はどうなのですか。実際、ず

っと今までやってきているが、経過などは新聞を見てわかるが、内容的

なものは今後の為にどのように活きているのか。海外も悪いとは言わな

いが、もっと国内の都市との交流事業を進めた方が、先ほども話のあっ

た人口減だとかあらゆる対応策が打てる。昔、日野市と交流をやってい

たが、大人になった子供達が北見に来たとか。国内の方を活用した方が

いいのではないでしょうか。

ケンブリッジ、海外との交流ではなく、もっと身近な国内との交流に

ついてどうなのかという質問という事で受け止めさせて頂きます。

以前も九州の吉松町、今は湧水町と言っておりますけど、そことはス

カイスポーツや物産の部分から始まったと聞いておりまして、今から７

～８年前にその市で合併が行われた後、交流という部分については、こ

ちらの町ばかりではなく相手の町の考え方もあり、交流がなかなか続か

ないという状況になりました。また、その前は神奈川県の松田町ですと

か、足柄奴の部分もあったのですが、やはり同じ様な状況で相手の自治

体との交流が続けられなくなりました。新たに国内での交流となると、
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

露口まちづくり主幹

三坂委員

平田副会長

三坂委員

広島総務部長

那須総合計画主幹

平田副会長

三坂委員

広島総務部長

平田副会長

大関委員

平田副会長

交流をするきっかけが無いので国内交流はなかなか見えてこないので、

こうした総合計画の中の現状と課題の中でも積極的には載っていませ

ん。国際交流ではケンブリッジとの交流です。これは唯一の美幌町と友

好姉妹都市です。海外という事もあり、人的交流でいくと、経済的支援

も重なり、お互いの町で出来る範囲で長く続けていこうとの考えもあっ

たと聞いています。確かに大きな華々しい交流は無く、美幌高校との留

学生の交流、あと数年に一度何かの節目にこちらから行ったり、ケンブ

リッジから来て頂いたりと、長く無理せず続けていくというスタンスで

海外との国際交流を続けているという状況ですので、ご理解頂ければと

思います。

それはわかりますが、地域がこれから過疎化で人口減の状況で、国内

の関連がある所に人脈を作ることによって定住促進だとかに繋がって

いくので、国内を重要視した方がいいのではないでしょうか。以上です。

他、ご意見はありませんか。１－３はこれで終わります。

続いて、１－４地域の安全対策の充実でご意見、ご要望ありますか。

総務部長にお聞きしたいのですが２期や３期の時は、年度別事業計画

を実施計画で提示された事があったが、今回は無いのですか。

この下に実施計画書が出来る事になりますので、それには何年度にど

んな事業という形のものは策定されます。

これから作ります。

見ることは出来るけど、行政がまとめるということですか。

基本計画は総論では良いが。

実施計画書が出来るのは予算等の関係もありますので３月の予定で

す。それは公開もさせて頂きますし、委員さんにも配布させて頂くのも

構わないです。この部分については作成が遅れますので、出来た段階で

また配布させて頂きたいと思います。

１－４で他にありませんか。

交通安全週間での自治会や町の人を見ていますと、随分、交通安全に

対しては意識を持って啓蒙啓発にしていて良い事だと思っています。た

だ、道路を車で走っていてもガタガタ道が多くて、何とかならないのか

なと、よく思います。

交通安全に繋がる啓蒙活動運動は大勢でやっていて実績もあがって

いて、町民としては町道を走っている上でデコボコが不安全だというご



  12/19

発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

平田副会長

小西建設水道部長

平田副会長

観野委員

広島総務部長

観野委員

広島総務部長

意見かと思いますがどうでしょうか。

建設水道部長の小西です。道路の段差が著しいという話しがありまし

た。それに起因するものとして冬の凍結があります。凍結によるひび割

れから拡大し穴になってしまう。道路のマンホールの周辺が段差になり

特に冬はその部分が窪んで大きな段差になるという問題があります。町

としてはそこで小さな事故が起きているという状況にあり、改善するた

めに、春先に痛んだ箇所を点検しまして補修を行うということで、毎年

行ってはいますが、その辺を重点的に行います。またマンホールの氷対

策ですが、解消方法を色々検討した中でマンホールの下に断熱材を入れ

てマンホールに下からの流れる水がいって溶けないようにするなどを

去年試験的に行って、経過が良かったので、今年は８０カ所行っていく

など取組をし、段差解消、事故防止に努めている所です。段差解消につ

いては、私達も注意していますが、場所の把握は、なかなか職員だけで

は出来ない部分があり、職員全体に周知し通勤途中にそういう箇所があ

れば報告をしてもらい早期発見、早期対応を進めているのが現状です

が、まだまだ皆さんのご意見を頂きながら進めていきたいと思っている

のでよろしくお願いします。

よろしいですか。あと、ご意見ありませか。

地域の安全対策という事は、私はよくわからないですが、監視社会を

作って地域の安全対策に対応していくという事なのでしょうか。理想論

ではどうしようもないですが。非常に難しい課題だと思います。

おそらく、監視体制を作るというよりも、様々な危険が潜んでいる訳

ですから、交通事故など、どういった形で被害に合うかわからない。そ

れをどういった形で解決していくかの部分については、一部は相互の監

視体制もありますし、色んな形での施設整備や安全性の確保もあります

ので、それらも含めてどういった安全対策の充実を図っていくかという

のが、今回の総合計画の中で記入されているものであって、監視対策を

強めていくという事での安全対策を図りましょうという訳ではないと

いう事です。

個々のコミュニケーションは昔と違って非常に薄れてきていますよ

ね。今、言われた通り、物を使っての安全対策は、それはそれで必要。

それ以外の事についてはなかなか。安全対策は昔みたいな井戸端会議も

薄れてきている。こういうローカルな地域ではどういう形になるかわか

らないけれども。

確かに昔みたいに向こう三軒両隣みたいな感覚は相当薄れてきてい

るなという感じはしています。独居の方が増えてきている中でその方達

の安全対策、見守りをどうするかも課題です。課題については民生部の

方の総合計画の中でとかですね、部門部門での対策についても基本計画
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

広島総務部長

西島委員

竹下総合計画担当主

査

露口まちづくり主幹

平田副会長

三坂委員

の中で記載させて頂いております。

美幌の町の防犯カメラの設置状況はどのようになっていますか。公共

的な機関には全部付いているのか、あまり聞かないですがどうなってい

ますか。

欠席された若林委員から同様の意見がありました。

先日、国保病院で赤ん坊が置き去りにされる事件があったが防犯カメ

ラの設置などはどうなのか、町の防犯上の観点から主要施設に防犯カメ

ラを設置してはどうか、また、近隣他町村でカメラを設置している例は

あるのかとのご質問です。

私の方からわかる範囲でお答えします。防犯カメラまたは監視カメラ

は犯罪を抑止する効果がありますし、防犯カメラで事件が解決されてい

るという事が報道などでも増えています。町の主要施設の防犯カメラの

設置の検討にあたりましては、直接何らかの犯罪解決の為を目的とする

事ではなく、きちんとした設置の目的が必要になってくると考えていま

す。また、別の観点から考えますと、町の施設のため、不特定多数の人、

車輌など個人のプライバシー権、肖像権、さらに取得した映像、画像等

を情報利用という事で、どのように扱うか、そうした事も防犯カメラの

設置に向けて多くの問題を含んでいるというのも事実です。防犯カメラ

を使いまして撮影する場合はこれを許容しまして、規則、法律などを含

めまして、制するものは今現在ありません。ですので、適切な防犯カメ

ラの設置や運用基準を考えたガイドラインを独自に設けていかなけれ

ばなりません。そもそも法律が無いので運用や設置につきましてもガイ

ドラインを作ったとして従っても、何らかの裁判が起こった場合、これ

が違法と判断させる場合もあるようです。安全、安心を求める町民の要

望も増えているので、人権を尊重しながら個人情報の保護の観点やカメ

ラ設置についてはやはりその辺のバランス、均衡を図りながら、どのよ

うに運用するかかなり難しい面もあるあります。この事から今現在で

は、町の主要施設に防犯カメラの設置を直接はしていませんし、新たに

推進していく事は今現在では難しいと考えています。また、若林委員か

らありました、他町村の設置状況ですが、こちらでは掌握出来なく警察

署に確認しましたが、近隣の小さな自治体での設置はありませんが、札

幌市のような大きな所では事例としてあるという事です。それ以上の実

質的な把握設置状況はこちらでは掌握出来ない所がありますので、今、

わかる範囲はそこまでです。

という事は美幌町の公共施設では、今の所、設置箇所は１ヵ所もない

という事ですね。美幌町で主にあるのはコンビニエンスストアや一部民

間施設でも持っている所はありますよね。金融機関とか、駅とか。

判断的に非常に難しいと思うが、公共施設にはある程度、やむを得な

い部分もあるのではないか。プライバシーに囚われて、何か起きた時に
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

三坂委員

平田副会長

三坂委員

露口まちづくり主幹

三坂委員

旭委員

すぐ責任取られるかって言ったら、そういう問題ではない。もし、それ

が駄目ならマイナンバー制度も全部個人情報なのだから。防犯カメラが

あっても問題無いと思う。当然だと思う。事故が無い事が一番良い事で、

この間の国保病院の事件は、前のガソリンスタンドにしっかり映ってい

たらしい。十分検討する価値はあると思います。

次、ありませんか。

では、次１－５公共交通の充実について、ご意見お願いします。

施策の（２）鉄道の充実・確保だが、美幌は無人駅になるという事だ

が、これに対して、鉄道利用の促進とあるがＪＲばかりに対してこうい

う形を取るのが良いのかどうかと思う。もう一つ（３）バス路線の充実

は、今、都市間バスというのが走っているが、これから地域差がどんど

ん出てくるとその重要性は凄く高いのではないかと思う。美幌の場合か

なりの利用者がいる。その点から見ると、そういう事も踏まえて組入れ

ていかないと、ただＪＲの路線、安全確保、利便性は当然だが、無人駅

になったら、どう対応していくのか。

無人駅と報道等でＪＲの考えとして示されていますが、これが決定と

いう訳ではありませんけれども、施策の内容にあります、利用促進の為

の部分では、オホーツク圏活性化期成会という、オホーツク圏管内の全

ての自治体の首長、議長で、ＪＲに対して網走～札幌間の石北線の高速

化を進めていって欲しいと、その事が利用促進に繋がると要望を継続し

ている所です。例えば、車輌にしても指定席をもう少し利便性が高く快

適と思われるようにと要望する事を続けて、住民の利用を増やしていこ

うと考えています。都市間バスの利用に関しては確かに、利便性や便数

も多く利用する人も増え、ＪＲと比較してその差がだんだん大きくなっ

てしまっています。まずは、先程のＪＲの無人駅の考えは計画を作る段

階ではまだ出てきてはいなかったので、また別の問題として検討してい

る所です。そうした総合計画の中にそこを含めるとは考えていません。

別の視点で利用人数を増やす為の工夫を図っていきたいと思います。

それはいいのだが、町の総合計画の中で考えていく時に、いかに美幌

の町に人を寄せるかを発想の中に入れれば、当然バスも入ってくる。Ｊ

Ｒの促進もどんどんまだ決まっているわけではないからにどんどんお

願いしていかなければならない。ＪＲに関しては国鉄の時代から石北本

線は廃止路線。石北線のトンネルがもの凄く経費がかさんで北海道の路

線の中で一番お金が掛かる。だから、振り子電車は宗谷線や釧路線を走

っていても石北線には走っていない。厳しいのは今に始まった事ではな

い。なるべく無人化しないようにお願いしたい。やはり無人化になると

寂しい。

（３）バス路線の充実という所でワンコインバスがありますが、全然

入っていない地域もあるのですけど、条件を満たさないと入れないのか
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

旭委員

露口まちづくり主幹

平田副会長

露口まちづくり主幹

平田副会長

露口まちづくり主幹

大関委員

露口まちづくり主幹

どんな条件なら入れるかを教えて下さい。

ワンコインバスはすでに十数年経っていますが、一周するのに約１時

間掛かっています。町の中で右回り線、左回り線という事で路線が二つ

の形で回っています。住宅地も含めて、かなり近い所でバス停を検討し

ていまして、これは実証の試験運行の時に色々運行していて最終的に本

格運行に移行する時に、このバス停、この路線でと定まったものです。

確かに場所的には、バス停に遠い地域もありますけれども、冬場の除雪

の関係で道路に入れないなど実証運行を踏まえて、利用人数がある程度

見込みがあり現在の運行に至っている事をご理解頂ければと思います。

法的な束縛もあるのではないですか。美幌町だけの考えで自由に路線

を変えられない部分もあるでしょうですから、説明をお願いします。

はい。こちらのバスにつきましては、美幌町ではバスだけではなく公

共交通の協議会が立ち上がっておりまして、陸運局始め、オホーツク総

合振興局、運行している各民間バス会社、タクシー会社、関係する機関

を含めた協議会でご意見や承認を頂くなどの手続きも必要となってい

て、地域のご要望を取りまとめ実現に向けて可能かどうかを最終的に図

っていく手順があります。なかなかすぐに反映されない部分があります

が、なるべく地域の方のご要望を踏まえながら協議会に図っていきま

す。

今まで地域の要望で若干路線が変わった美園団地は今年からじゃな

かったですか。

はい、１０月１日付で美園団地の所を。前は美幌クリニックの近くの

住宅地を回る路線でした。公営住宅のある路線までは踏み込んでいませ

んでしたが実際に高齢の方も多く路線をぐるっと回る形で利便性を高

め１０月から運行します。野崎団地も昼の運行便数を増やし利便性を高

めました。また、ワンコインバスだけではなく路線バスにつきましても

協議会で相談させて頂いて実現できるものはやっていっています。

ワンコインバスの事ですが、美富団地は入っていませんよね。津別の

路線バスがあるからという事ですが、美富団地は戸数も多いですし奥が

深いのですよね。バス停から公住の中まで行くとなると、高齢者の方、

自立している方も多いですが結構な距離です。中まで入って貰えると喜

ぶのではないでしょうか。その問題をあげると、津別線があるから仕方

ないねと言う話になってしまいます。

確かに、おっしゃる通り路線バスが走っていて競合する部分は走れま

せん。路線バスの維持確保の関係があり、そちらが優先的になってしま

います。なかなか実現できないのはその部分です。一つの例として美富

の部分です。他の地域でも重複する所があります。今回の計画では、個
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

露口まちづくり主幹

平田副会長

森委員

小室商工観光主幹

森委員

宮田委員

小室商工観光主幹

平田副会長

宮田委員

別の具体的な部分は含めてはいませんが、地域住民の要望を踏まえて何

か対応出来る部分があれば色々な形で出来ればと思います。今回の計画

の中ではそこまで細かい記載はしていません。

よろしいですか。次のご意見お願いします。

施策の（５）女満別空港の利便性の向上の航空路線の拡充ですが、来

年春から北海道新幹線が函館に来ますが、函館～女満別間の路線復活は

まちづくり会議では出なかったですか。

出ませんでした。ただ、記載している空港整備利用促進協議会の中で

はＨＡＣを含めて、今、ＨＡＣでは丘珠～女満別便は飛んでないのです

が、要望していこうという動きはあります。北海道が広いという事で２

次交通が重要という事で、こちらに呼び込むには何らかのアクションを

しなければとの動きはあります。

であれば、復活で入れて欲しいです。現実に友人から質問を受けたの

ですが、函館から美幌までどれくらい時間がかかるのと聞かれ、特急で

８時間掛かると話したら驚かれました。促進協議会で是非盛り込んで欲

しいです。中標津～釧路間は復活するような話しが出ているので、具体

策を作るときに函館～女満別路線の復活をよろしくお願いしたい。

（５）の②空港アクセスの充実の所で、美幌町と女満別空港のアクセ

スが非常に不便ですけれど、もう少し具体的にインターチェンジに、先

ほども話されていたとおり中々難しい話もあるのでしょうけれど、街中

に引き込み、ワンコインバスや民間と連携して高野インターチェンジ前

に時間を合わせて町内と結ぶ事も検討して頂ければなと思います。

確かに②では女満別空港～美幌峠間しかバスは動いておりません。路

線バスとしては高野バイパスを通してやっていて非常に高野の場所で

不便をかけています。そういった中、地方創生の中でも美幌版総合戦略

の関係でもこの話題が出ているので、どういった形で出来るのかを含め

て検討していきたいと思います。

意見が無いようなので、次に移ります。

１－６地域の情報化の推進でご意見ある方はお願いします。

先程、こちらと重複する意見がありましたけれども。

２６ページの（１）防災体制の充実、強化の③関係団体との連携や防

災協定の推進の所で自衛隊などの関係機関とありますが、「など」の中

に美幌建設業協会も防災協定を結んでいます。任意団体ですので、なか

なかこういう所に書いてもらえないこともあるのでしょうが、出来れ

ば、東北の震災の時も地元にいる建設業の方が一番早く動けたという事

で、我々も町の為に頑張っていますので、総合計画に美幌建設業協会と
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

（引き続き）

宮田委員

平田副会長

田村総務主幹

平田副会長

三坂委員

中村消防長

三坂委員

小西建設水道部長

三坂委員

の名が載れば我々も更に頑張っていけるので、記載を検討して頂きたい

です。

今のは、１－７防災体制の強化のご質問でした。

防災の関係団体なので、防災協定につきましては６部門１６協定を締

結しています。明日も運輸の関係でトラック協会と協定を結び１７協定

になります。構想の中で連携を強化と記入している部分ですが、公共機

関と言いますか、災害が起きた時での防災協定という事で美幌建設業協

会様と締結を結んで頂いておりますが、常日頃、平常時からの連携、情

報交換も含めて強化をしていきたいという事で記載したものでござい

ますので、ご理解いただきたいと思います。

飛んでしまいましたが、１－７防災体制の強化で他にご意見あります

か。

無いようなので、戻りまして１－６地域の情報化の推進ですがご意見

ありますか。

無いようなので最後、１－８消防・救急体制の強化でのご質問を受け

たいと思います。

消防・救急体制の強化とここに書かれているが、中身は制度も含めご

無理ごもっともです。ただ、美幌町内の事だけであって、救急体制につ

いては北見が２次医療でしょう。そうすると日赤だよね。日赤に運ぶの

に救急車が年に何回位行くのですかね。

美幌消防署の救急搬送活動は年間２５０～２６０件で推移していま

す。その中で北見赤十字病院に搬送するのは年間２００件です。

開発庁と話していたこともあるのだけれど、国道を救急車が走る訳で

すが、高野を経由して走っている。夏は良いが冬には非常に交通弊害が

起きる。この件について建設部は開発などに要望した事はあるのです

か。国道の拡幅だとか。例えば留辺蘂の３車線化、もしくは４車線化な

ど。住民の医療に関する大事な事だと思う。

国道３９号線の美幌～北見間の拡幅という事ですが、今は追い越し車

線の、そういう形での整備の要望を出しながら、交通が滞留しないよう

に要望しています。

緋牛内までは４車線化になっているが、こちら側はなっていない。一

番多忙な、危険な所がなっていない。早く３車線化か４車線化にしてく

れないかっていう事を地域医療の実践のためにも患者を運ぶためにも、

冬には何が起きるのかわからないので、そういう体制の中で、要望だけ

はきちんと町としてするべきではないですか。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

宮田委員

中村消防長

小西建設水道部長

三坂委員

平田副会長

中村消防長

平田副会長

竹下総合計画担当

主査

平田副会長

関連しているのですが、北見日赤との高度医療については同じ様な意

見があり、アクセス整備についてここに記述して頂ければと思います。

高規格道路が端野まで来ていて、美幌は女満別空港から道路が来ていま

すけど、今後は北見に繋がるように進んでいくと思いますが、これをも

っと医療の点から、救急体制の面からも計画に入れて要望して頂ければ

と思います。国道も出来ればそうなるといいなと思うのですけど。消防

の方々にしても国道を走るより高規格道路で、ノンストップで行ける方

が患者さんには負担が無く、搬送するにもありがたいと思います。

旭川医大病院に搬送する事例で、どうしても高規格道路を通行して搬

送する機会があるのではないかと思います。それと国道、道道の改良に

ついては数年前から国土交通省、網走開発建設部の方から、国道、道道

で救急搬送の障害についての要望が来て消防隊の救急搬送の改善、改良

活動のアンケートが来て網走開発建設部から国の方に要望している状

況だと思われます。

ただ今の件は大変重要な事ですので、８１ページの④緊急輸送道路計

画の策定ということで、高速自動車国道など関係道路について入れてお

りますのでよろしくお願いします。

美幌北見に高規格道路が走るのは便利でいいですが、医療行政が走っ

ていく場合には北見の川東のあたりから入っていく。国道に行くより遠

くなる。紋別はまっすぐ走ってくるから良い。高規格道路は北海道を円

にしちゃう。それはそれでいいのだけど、住民の為には国道の早急な改

良を要望した方がいいと思います。緋牛内まで４車線が来ている。そう

しないと、冬の吹雪の時に４車線だと１車線つぶしても走れる。色々な

事を考えて物を作っていかないと。その辺お願いします。

２９ページの（２）火災予防広報活動の推進の①住宅用火災報知器の

設置促進と維持管理の指導という事で、今、美幌町で一般住宅用の火災

報知器の設置状況はどれくらいですか。

今は、無作為に抽出した中で調査していますが、現状８１％です。こ

れは全道平均と同じレベルです。

あと、ご質問ありませんか。

訂正があります。２２ページの一番上、指標のバス利用者数の数字に

間違いがあり、現在値から順に３３，９６８人、目標値の６，５００人

ですがそれぞれ３７，０００人に修正お願いします。以上です。

１－１から１－８まで終わりましたが、最後に言い忘れなどありませ

んか。
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発 言 者 審議内容 (発言内容、審議経過、結論等)

平田副会長

開会

無いようですので、以上で、本日予定されている会議の内容について

全て終了しました。

次回会議は、９月８日（火）。時間は６時半から、場所は今日と同じ

くここ、集団健診ホール。内容は基本目標５、教育委員会の業務に係る

内容です。基本計画の９８ページから１１６ページまでを予めご覧頂い

て、会議に臨んでいただきたいと思います。

皆様、本日はお疲れ様でした。


